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主
の
弟
子
と
な
る 

第
四
課 

心
の
一
新 

文
献
に
当
た
る 

 

今
日
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
祈
り
や
罪
の
告
白
、
神
の
こ
と
ば
の

黙
想
、
地
区
教
会
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
心
の
思
い
を
一
新
す
る

こ
と
は
最
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
使
徒
パ
ウ
ロ
は
、
次
の
よ
う
に

命
じ
て
い
ま
す
。
「
こ
の
世
と
調
子
を
合
わ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

い
や
、
む
し
ろ
、
神
の
み
こ
こ
ろ
は
何
か
・
・
・
心
の
一
新
に
よ

っ
て
自
分
を
変
え
な
さ
い
」
（
ロ
ー
マ
一
二
ノ
二
）
ジ
ョ
ジ
・
ウ

ッ
ド
ブ
リ
ッ
ジ
は
「
俗
世
界
に
あ
っ
て
考
え
方
を
一
新
す
る
」
と

い
う
著
書
の
序
文
で
こ
の
よ
う
に
か
い
て
い
ま
す
。
今
日
最
も
偉

大
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
指
導
者
の
一
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
シ
ェ

ー
フ
ァ
は
、
「
真
に
霊
的
で
あ
る
こ
と
」
で
、
ロ
ー
マ
一
二
ノ
一
、

二
が
ど
れ
ほ
ど
力
に
富
ん
だ
も
の
か
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
「
確

か
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
私
た
ち
の
か
ら
だ
を
さ
さ
げ
る
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
は
内
面
の
理
解
と
言
う
土
台
の
上
に
立
っ
て
初

め
て
意
味
を
持
つ
。
パ
ウ
ロ
は
こ
こ
で
、
こ
の
世
と
調
子
を
合
わ

せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単

に
外
面
的
に
同
調
し
な
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
と
対
照
さ
れ
る
の
が
、
心
の
一
新
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ

な
さ
い
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
内
面
的
な
こ
と
で
す
。
三
位
一
体
の

神
の
行
為
者
と
し
て
の
聖
霊
の
み
わ
ざ
は
、
私
た
ち
が
羽
織
る
コ

ー
ト
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
外
に
な
に
か
を
も
た
ら

す
内
面
的
な
特
質
で
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
生

活
に
お
け
る
真
の
霊
性
は
何
か
を
考
え
て
見
た
い
。
そ
れ
は
本
質

的
に
私
た
ち
の
思
い
で
す
。
外
に
見
え
る
も
の
は
そ
の
現
わ
れ
で

あ
り
、
結
果
で
す
。
倫
理
的
な
戦
い
は
、
外
の
世
界
で
勝
利
を
得

る
の
で
な
い
。
原
因
が
あ
っ
て
結
果
が
自
然
に
付
い
て
く
る
の
で

あ
り
、
原
因
は
心
の
お
も
い
と
い
う
内
な
る
世
界
に
あ
る
。 

（
Ｃ-

Ｂ
主
の
弟
子
） 

 
 

   

                                        

小さい事に忠実な人は、大きい事にも忠実であり、小さい

事に不忠実な人は、大きい事にも不忠実です。ルカ１6：10 
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二
〇
一
七
年
二
月
一
二
日
午
前
一
〇
時
オ
ー
プ
ン
礼
拝 

 

 

「

牧

師

の

た

め

に

祈

る

」 
 
 
 
 
 
 
第
４
聖
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第3
4
9

６
号 

ま
た
、
私
が
口
を
開
く
時
、
語
る
べ
き
こ
と
ば
が
与
え
ら
れ
、
福
音
の
奥
義

が
大
胆
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
私
の
た
め
に
も
祈
っ
て
く
だ

さ
い
。
エ
ペ
ソ6

：19 

二
〇
一
七
年
二
月
八
日
午
後
六
時
半 

祈
祷
会 

山
本
稔
牧
師 

「
主
の
民
の
た
め
に
戦
う
神
」 
ヨ
エ
ル
三
ノ
一
～
一
三 

「
あ
な
た
が
た
の
鋤
を
剣
に
、あ
な
た
が
た
の
か
ま
を
槍
に
、打
ち
直
せ
。

弱
い
者
に
『
私
は
勇
士
だ
。』
と
言
わ
せ
よ
」（
ヨ
エ
ル
三
ノ
一
〇
） 

「
弱
い
者
に
『
私
は
勇
士
だ
。』
と
言
わ
せ
よ
」。
こ
の
命
令
は
使
徒
パ
ウ

ロ
の
告
白
を
思
い
出
さ
せ
る
。
弱
い
時
に
強
い
。
私
た
ち
が
で
き
な
い
こ

と
を
あ
り
の
ま
ま
に
告
白
し
、
主
だ
け
に
拠
り
頼
む
な
ら
、
勝
利
す
る
。

戦
い
の
た
め
に
主
は
「
い
つ
も
目
を
覚
ま
し
て
い
な
さ
い
」
と
命
じ
ら
れ

る
。
サ
タ
ン
に
攻
撃
の
隙
を
与
え
な
い
た
め
で
あ
る
。
神
の
恐
ろ
し
さ
を

知
る
サ
タ
ン
は
、
再
臨
に
よ
り
永
遠
に
葬
り
去
ら
れ
る
の
を
知
り
、
最
後

の
あ
が
き
を
し
て
い
る
。
も
し
失
敗
や
敗
北
し
て
も
、
神
の
国
は
滅
び
な

い
。
主
は
す
で
に
十
字
架
と
復
活
に
よ
り
勝
利
を
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。 

   

祈
り
の
お
願
い 

教
会
の
後
継
者
、
神
学
生
が
あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に 

 

一
つ
心
に
な
っ
て
互
い
に
従
順
に
神
と
人
々
に
仕
え
る
よ
う
に 

 

今
年
教
団
行
事
計
画 

 

三
月
二
〇
日
（
月
）
東
洋
聖
書
神
学
院
論
文
発
表
・
牧
師
会 

 

五
月
三
日
（
水
） 

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
聖
会 

 

五
月
四
日
（
木
） 

名
古
屋
訪
問 

六
月
五
日
（
月
） 

牧
師
会 

七
月
一
七
日
（
月
）
牧
師
会 

八
月 

 
 
 
 
 

仮
庵
聖
会 

九
月
一
八
日
（
月
）
牧
師
会 

一
〇
月
九
日
（
月
）
ヨ
ベ
ル
リ
バ
イ
バ
ル
集
会 

水
野
夏
子
姉
コ
ン
サ
ー
ト 

一
一
月
三
日
（
金
）
聖
成
基
督
教
団
創
立
六
九
年
記
念
会 

一
二
月
二
四
日
（
日
）
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
コ
ン
サ
ー
ト 

水
野
夏
子
姉 

              


